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■ サステナビリティ経営を支える基盤

コーポレート・ガバナンス

した。計画に基づいたBCP訓練および事業継続マネジメント

（BCM）の活動実績をご評価いただき認証が更新されてい

ます。引き続き、訓練で抽出した課題改善による対応力強化

を各所で推進していきます。

東洋アルミグループでは、自然災害などによる緊急事態発生

を重点対策リスクのひとつと捉えて対応しています。2021年

度から2022年度にかけて、東洋アルミニウム（株）の7つの製

造所と、東洋アルミエコープロダクツ（株）の本社および滋賀

工場、エー・エル・ピー（株）の計10拠点において、一般社団

法人レジリエンスジャパン推進協議会が国土強靭化貢献団

体の認証として推進しているレジリエンス認証を取得しまし

た。2023年度には、先行して認証を取得した八尾製造所と

新庄製造所が初めての更新審査を受けました。初回の認証

審査においては「一定レベルの事業継続計画（BCP）が策定

されているか」という点を中心に審査されましたが、更新審

査においては認証後2年間の具体的な活動内容が問われま

BCP・BCM・レジリエンス認証

新庄製造所八尾製造所

不正抑止ヒアリング活動

東洋アルミグループでは、不正を許さない風土の形成に努

めています。具体的な取組みとして、内部監査チームによる

不正抑止ヒアリング（2回目）を実施しました。1回目の不正

抑止ヒアリングは、2021年8月から2022年11月にかけて約

600名に実施しました。今回は、2023年5月から11月にかけ

て、作業長クラスのライン職や海外出向者も対象に加えて約

650名に実施しました。不正摘発することを目的にするわけ

ではなく、仮に些細な不正を働いていたり、不正行為ができ

そうだと考えていたりしても、ヒアリングという場があること

で「誰かに告発されるかもしれない」という意識を持たせ、

抑止につなげることを目的にしています。雑談形式で、職場

の雰囲気や不正のリスクについて話を聞き、品質に関しては、

「噂話でも、古い話でも構わない」というスタンスで、話を聞

き、品質保証ユニットと適宜、情報共有をしました。事後に実

施したアンケートで、「今後も継続すべき」、「ヒアリング対象

をさらに広げるべき」などの意見が多く寄せられ、従業員の

意識向上につながるものとなりました。

東洋アルミグループでは、法令遵守のみならず社会規範や

企業倫理を含めた広義のコンプライアンス推進を実施して

います。法令遵守においては、法的リスクを重点対策リスク

カテゴリーのひとつと捉えて全社的なリスク抽出および改

善進捗の把握を行っています。また、ハラスメント防止など

をテーマに各職場における定期的なコンプライアンスミー

ティングを実施し、職場から上がってきた意見や取組み状況

を記録し、コンプライアンス推進計画策定の基礎資料のひと

つとしています。コンプライアンスに関する課題把握のため

コンプライアンス推進

に社内の相談ラインを整備し、コンプライアンスミーティン

グの場を活用して周知しています。これら法的リスクやコン

プライアンス課題に関する情報はグループリスクマネジメン

ト委員会および各分科会の場で共有され、リスクマネジメン

ト推進責任者である事業支援ユニット担当役員を通じてグ

ループ経営会議の場で経営者に報告されています。2024年

度は、経済産業省および中小企業庁が推進する、下請け中

小企業振興法の振興基準に関する社内啓発について重点的

に取り組む予定です。

　現代社会はかつてない「リスクの時代」を迎えているともいわれ、地震や台風の自然災害リスクや戦争などの人的災
害リスクは私たちの日常生活に極めて身近なものとなり、かつ直前まで予測や予想ができないものとなっています。
また、企業活動においても、円安・資源高による調達コスト上昇や環境ならびに人権、地政学などのリスクが存在しています。
　このようなさまざまなリスクと隣り合わせの状況において企業活動を行うにあたり、当社グループは将来の戦略
や事業目標の達成に影響を与える可能性をリスクと捉えています。各組織で正確にリスクを把握し損失発生の未
然防止に努めるべくリスクマネジメント委員会を設置することで、経営と一体となった全組織的なリスクマネジメン
ト体制の構築・運営により企業価値向上を図り、ステークホルダーの皆さまにご安心いただけるように取り組ん
でまいります。この全組織的なリスクマネジメントを実践することで的確な経営判断が可能となり、成長戦略実現に
向けた基礎にもなっています。今後のリスクマネジメント強化を図るために、人権方針、CSR調達方針、パートナー
シップ構築宣言ならびにマルチステークホルダー方針などの策定や公表も行っています。
　引き続き当社グループでは『MXプロジェクト（経営プラットフォーム改革プロジェクト）』を推進することで、チー
ム内でのカジュアルな対話を通して上司と部下が情報を共有し双方のコミュニケーションを図り、働きやすい労働
環境を築き上げることにより社内のコンプライアンスに対する意識向上も期待しています。

執行役員
コーポレート部門人事ユニット
並びに事業支援ユニット担当

有吉 毅

東洋アルミグループでは、東洋アルミニウム（株）社長を最高

責任者とする全組織的リスクマネジメント体制を構築し、リス

ク管理推進責任者が委員長を務めるグループリスクマネジメ

ント委員会を運営しています。リスクマネジメントの効果的な

推進のために、リスク管理分科会およびコンプライアンス分

科会を設け、グループ各部門の推進メンバーによる活動を

行っています。また、リスクアセスメントを通じて選定した重

点対策リスクカテゴリーに主担当部門を設置し、主担当部門

は専門的知見により3ラインモデルにおける第2ラインの役割

リスクマネジメント

として、各部門への支援・モニタリングを実施しています。業務

プロセスリスクへの対応としては、各業務部門における日常

的なリスクマネジメントとして、業務プロセス3点セットの整備

と自己点検の実施を行っています。リスクマネジメントに関す

る活動内容は、グループリスク管理規程に基づき、グループリ

スクマネジメント委員会の委員長から取締役会およびグルー

プ経営会議に報告されます。今後は、重点対策リスクカテゴ

リーの定期的な見直しにより、社内外の環境変化による新し

いリスクへの対応ができるようにしていきます。

リスク管理体制

＊1 興産：東洋アルミ興産（株）
＊2 TEP：東洋アルミエコープロダクツ（株）
＊3 TTH：東海東洋アルミ販売（株）
＊4 拓洋上海：拓洋鋁（上海）管理有限公司

重点対策リスク主担当部門
（重点対策リスクごとに設定）

事務局担当部門
（CSR推進チーム）

最高責任者
（代表取締役社長）

リスク管理推進責任者
（事業支援ユニット担当役員）

グループリスクマネジメント委員会
（リスク管理分科会・コンプライアンス分科会）

海外
各拠点

拓洋上海＊4

中国グループ会社

米、仏、アジアのグループ会社

国内各拠点での推進活動
経営戦略ユニット
（東京・大阪）

先端技術本部
各事業本部
（含む興産＊1）

コーポレート部門
（東京・大阪）

TEP＊2

（含む子会社）
TTH＊3

担当役員コミットメント
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社外取締役1名を含めた計6名の取締役で構成
される取締役会を設置し、子会社を含めたグ
ループ全体の経営方針・戦略・施策・課題などに
ついて検討・協議・意思決定を行っています。

社外監査役2名を含めた計4名の監査役で構成
される監査役会では、取締役の職務の執行を
監査するとともに、内部監査チームとも連携し
ながらグループ内の各業務執行ラインの活動・
業務の妥当性と合理性などをモニタリングして
います。

グループ経営会議メンバーによりグループ全体
の経営方針の立案や経営執行に関する重要な
事項の協議・報告を取締役会に先立って行って
います。

取締役会A 監査役会B グループ経営会議C

コーポレート・ガバナンス体制（2024年6月21日時点）

社内

社外

社内

社外

コーポレート・ガバナンスの充実が重要な経営課題のひとつと捉え、取引先、従業員、地域社会をはじめとする全てのステー

クホルダーに信頼される経営を推進するために下記の体制を構築しています。

コーポレート・ガバナンス

取締役6名
うち社外取締役1名

監査役4名
うち社外監査役2名

サステナビリティ推進ワーキンググループ 活動紹介 

グローバルネットワーク

〈東洋アルミニウム株式会社 生産拠点〉

八尾製造所／蒲原製造所／千葉製造所／群馬製造所
茅ヶ崎製造所／新庄製造所／日野製造所／新事業創造部門（九州）

〈グループ会社〉

東洋アルミエコープロダクツ株式会社／アルファミック株式会社
東海東洋アルミ販売株式会社／東洋アルミ興産株式会社
エー・エル・ピー株式会社／陽光東洋メタルズ株式会社

日 本

〈海外グループ会社〉

トーヤル ヨーロッパ社

フランス

トーヤル MMP インディア社
スバム トーヤル社

インド

肇慶東洋鋁業有限公司
湖南寧郷吉唯信金属粉体有限公司
拓洋鋁（上海）管理有限公司
上海東頂順鋁製品有限公司
東洋鋁愛科商貿（蘇州）有限公司
東洋愛鋁美国際貿易（上海）有限公司

中 国
トーヤル（タイランド）社

タイ

東海東洋アルミ販売株式会社
シンガポール支店

シンガポール

三亜アルミニウム社

韓 国

トーヤル アメリカ社

アメリカ

社 名 : 東洋アルミニウム株式会社

代 表 者 : 代表取締役社長 楠本 薫

本社所在地 : 〒541-0056
大阪府大阪市中央区久太郎町
三丁目6番8号 JRE御堂筋ダイワビル

設 立 : 1999年5月12日
（旧東洋アルミニウム株式会社は1931年4月7日設立）

資 本 金 : 80億円

従 業 員 : （連結）2,558名　
（単体）1,477名

株 主 : 日本軽金属ホールディングス株式会社 100%

会社概要  （2024年3月末現在）

東洋アルミグループでは、部門横断の若手従業
員を中心としたサステナビリティ推進ワーキン
ググループを結成し、サステナビリティ活動の
推進や、サステナビリティレポートの制作などを
行っています。
本レポートの特集内容である「人権尊重の取組
み」についてはワーキンググループ内でワーク
ショップを実施し、会社や自分自身の業務内容
と人権の関わりを考えるきっかけとなりました。
サステナビリティレポートの制作においては、構
成やデザインの考案に携わった他、各マテリア
リティ（CSR重要課題）についての意見を交わ
したり、記事を執筆したりと、さまざまな活動を
行いました。
メンバーが自部門にてこれらの内容を共有す
ることにより、より多くの従業員のサステナビリ
ティ経営への理解の深化や、エンゲージメント
の向上につなげたいと考えています。

労働組合

   グループ経営会議

従業員

選任・解任

会計監査

選任・解任

相談

相談

協議・報告業務執行命令

協議・報告指揮・命令

相談

モニタリング・
進捗フォロー

啓発・教育
指揮•命令

諮問

諮問報告・
答申

報告・
答申

選任・解任

助言

報告
連携

監査・
ヒアリング

回答

監査

報告・具申

取締役会A

C

監査役会B

（職制）
部門 ·ライン

グループリスクマネジメント
委員会

（リスク管理分科会・
コンプライアンス分科会）

内部監査チーム

会計監査人

株主総会

コンプライアンス
相談ライン

コンプライアンス
ミーティング

万が一の粉塵爆発に備えて設置
した防護壁（日野製造所）です。
地元小学生が描いたイラストを
デザインしました。




